
/i、

儒
教
に
於
げ
る
践
の
地
位

内

野

よ吊
口

嶺

ハ
一
)

総
紫
射
御
事
一
一
回
数
と
一
瓦
っ
て
、
六
町
設
の
上
位
に
位
し
て
ゐ
る
識
が
、
儒
教
に
於
〈
如
何
に
重
ぜ
ら
れ
、
如
何
な
る
地
位
を

占
め
て
ゐ
る
か
を
考
究
し
て
見
る
の
が
、
氏
の
小
研
究
の
呂
的
で
あ
る
。
儒
教
の
大
目
的
、
が
、
修
己
よ
A
Y

始
ま
っ
て
、
治

関
卒
天
下
に
至
る
に
あ
る
事
は
J

X
ム
ま
で
も
な
い
。
「
大
向
学
」
に
於
け
る
「
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
五
心
・
修
身
・
養
家
・
治
協
・

平
天
下
」
の
八
係
自
は
、
岐
に
此
の
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
、
ふ
一
習
い
政
治
を
行
ぴ
、
天
下
の
民
を
し
て
安
楽
だ

ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
そ
の
大
目
的
で
あ
っ
て
、
之
を
仁
政
と
一
瓦
ひ
、
又
王
道
政
治
と
も
云
ム
。
市
し
て
此
の
仁
政

又
は
王
道
政
治
と
云
ふ
も
の
と
、
的
公
認
と
一
一
一
日
ム
も
の
と
は
、
密
接
不
離
な
協
係
を
有
し
て
ゐ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
保
私
欲
で

設
く
と
之
ろ
の
政
治
に
は
、
祭
政
一
致
の
思
想
、
が
非
常
に
重
大
な
る
要
素
を
な
し
て
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
今
此
の
祭

政
一
致
の
思
想
を
、
少
し
く
文
献
に
撲
っ
て
詮
演
し
て
見
だ
い
。
書
経
舜
血
(
に
は
、

正
月
上
日
、
受
ニ
格
子
文
雄
ハ
ブ
在
ニ
時
磯
玉
衡
二
以
啓
二
七
攻
〈
~
時
類
二
子
上
帝
寸
純
子
六
ハ

.5
詔
一
ニ
子
山
川
川
プ
似
ニ
子
群
…
W
4

ヱミ

A 

と
あ
っ
て
、
舜
伝
は
、
発
帝
の
終
を
受
く
る
や
、
早
速
に
上
帝
己
下
の
綿
々
を
祭
る
乙
と
を
や
っ
て
庇
ら
れ
る
。
又

蔵
二
月
、
東
巡
守
、
査
二
子
岱
宗
寸
柴
望
一
一
秩
子
山
川
4

球
観
一
一
束
后
づ
協
一
一
時

HA一止
ν
呂
、
同
一
一
律
度
量
衝
づ
修
一
一
五
維
4

五
玉
三



品
、
二
生
一
死
賛

υ

如
一
主
川
市
ブ
半
乃
復
。
五
月
南
部
~
守
、
五
二
子
南
岳
叫
知
一
一
岱
搬
や
八
月
間
巡
守
、
主
一
一
子
高
岳
4

知
ν
初
。

十
有
一
月
期
巡
守
、
手
一
二
子
北
岳
叩
知
一
一
西
濃
叫

と
も
あ
っ
て
、
天
子
が
巡
守
じ
て
四
方
の
諸
侯
を
見
、
政
令
を
施
す
場
A
ー
に
も
、
必
ず
先
づ
そ
の
地
方
の
山
川
を
祭
る
乙

と
を
や
っ
て
居
ら
れ
る
。
更
に
論
語
八
伶
知
を
見
る
と
、

或
尚
一
一
一
一
附
之
設
叫
子
日
、
不
ν
知
也
。
知
一
一
共
説
一
者
之
於
ニ
天
下
}
也
、
英
知
ν
一
一
小
一
一
諮
新
}
乎
。
指
二
企
(
掌
ハ
~

と
あ
る
。
此
の
場
令
の
一
耐
祭
に
就
い
て
は
、
議
論
紛
々
と
し
て
定
設
も
な
い
有
様
だ
が
、
内
分
は
之
を
、
組
先
を
肥
る
四
時

の
祭
の
一
つ
、
郎
ち
時
祭
の
一
耐
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
一
附
祭
、
が
果
し
て
如
何
な
る
仰
の
小
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
は
別
と
し
て

も
、
以
一
小
路
が
天
下
、
ピ
治
め
る
上
に
如
何
に
重
姿
で
あ
る
か
と
一
去
ム
精
神
は
、
此
の
孔
子
の
一
一
一
一
阿
茶
の
中
に
充
分
表
れ
て
ゐ

る
。
印
ち
孔
子
の
考
よ

b
す
れ
ば
、
「
一
附
祭
」
の
意
義
を
充
分
了
解
し
、
之
を
賀
行
す
る
場
令
に
は
、
天
下
佐
治
め
る
乙

と
も
極
め
て
易
々
だ
ら
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

d

此
の
場
A
口
孔
子
、
が
「
不
ν
知
也
。
」
と
一
五
は
れ
た
の
は
、
勿
論
知
ら
れ
ね
誇

で
は
な
い
の
で
あ
る
、
が
、
一
つ
前
の
本
に
あ
る
、
「
子
日
、
一
附
自
ニ
銃
濯
}
部
往
者
、
五
日
不
ν
欲
〆
説
ν
之
突
。
し
と
云
ふ
関
係
か

ら
、
魯
公
の
魚
に
忌
ん
で
、
新
く
一
去
は
れ
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
若
し
異
安
知
ら
れ
ね
も
の
な
ら
ば
、
「
知
一
一
共
設
一
者
之
於
ニ

天
下
一
也
、
共
如
二
小
一
一
議
場
一
一
千
。
」
と
一
瓦
ム
や
う
な
言
葉
の
出
る
べ
き
」
答
、
が
な
い
。
旦
つ
中
庸
を
見
る
に
、

子
区
、
武
王
周
公
、
共
達
孝
尖
乎
。
犬
孝
者
、
善
総
二
人
之
志
づ
諮
問
述
二
人
之
事
一
者
也
。
春
秋
修
一
一
主
(
一
誠
一
廓
寸
隙
一
一
共
宗
川
市
誌
は
一
一

英
裳
衣
づ
薦
ニ
共
時
会
4
0
川
広
之
穂
、
所
三
以
序
ニ
昭
穆
一
也
u

序
ν
崎
町
、
所
一
ニ
以
鉾
ニ
貴
賎
一
也
。
序
ν
率
、
所
一
一
以
一
弊
一
v
賢
也
。
放
酬
下

免
〆
上
、
所
一
一
以
遠
一
v
賎
也

d

燕
毛
、
所
一
一
以
序
一
v
歯
也
。
践
一
一
共
住
づ
行
二
共
稽
づ
十
一
本
〈
二
企
ハ
楽
づ
敬
こ
ま
(
所
一
ν
傘
、
愛
一
一
主
ハ
所
~v
親
、
事
ν
死

知
ν
事
ν
生
、
事
ν
亡
如
ν
事
ν
存
、
孝
之
歪
也

J

郊
一
位
之
峰
、
所
三

ブL



二

O

乎
郊
枇
之
雄
、
一
附
嘗
之
義
広
グ
民
主
ハ
如
乙
一
小
ニ
諸
掌
一
乎
o
f
章
勾
第
十
九
章
〉

と
あ
っ
て
‘
論
語
の
文
を
支
に
数
倍
し
設
現
し
た
や
う
な
形
で
あ
る
。
此
の
設
拐
に
依
っ
て
見
る
と
、
一
端
祭
部
ち
宗
一
周
の

祭
に
於
て
は
、
凡
そ
ど
の
や
う
な
識
が
行
は
れ
る
か
と
云
ふ
に
、
先
づ
第
一
に
「
序
昭
穆
」
が
あ
る
。
之
は
四
半
一
党
宗
族
の

関
係
を
明
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
失
に
「
序
鍔
」
。
か
行
は
れ
る
。
之
は
支
綾
上
下
の
区
別
を
明
か
に
す
る
所
以
で
あ
る
。

次
に
「
序
事
」
と
云
ム
織
が
行
は
れ
る
。
之
は
賢
不
賢
、
或
は
詑
不
能
を
掛
川
刻
す
る
所
以
で
あ
る
。
次
に
「
放
酬
」
が
行

は
れ
る
が
、
之
は
思
惑
を
下
々
に
ま
で
及
ぼ
す
所
以
で
あ
る
。
部
ち
身
分
の
よ
い
人
の
み
が
祭
認
の
忍
血
(
に
設
す
る
に
止

ま
ら
ず
、
共
庭
に
集
っ
た
人
ゃ
の
凡
て
に
、
そ
の
忠
典
、
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
燕
毛
」
と
は
、
祭
、
が
柊
っ
て
後
、
宴

舎
を
催
す
と
と
を
一
試
ム
の
で
あ
る
、
が
、
此
の
時
は
年
長
者
を
奪
ぶ
の
で
、
乙
れ
は
長
幼
の
序
を
坊
に
す
る
所
以
で
あ
る
。

か
¥
る
践
が
宗
廟
の
祭
に
瞬
間
関
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
是
壮
一
寸
の
事
は
、
深
く
考
へ
る
と
、
図
家
統
治
の
上
代
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
日
正
等
の
率
、
が
よ
く
行
は
る
れ
ば
、
政
治
が
よ
く
行
き
届
き
、
溺
家
統
治
の
成
績
も
充
分
に
奉
る

わ
け
で
あ
る

d

姿
す
る
に
、
祭
政
一
致
と
日
は
れ
る
理
由
や
、
祭
況
が
政
治
上
如
何
に
重
要
性
を
有
す
る
か
は
、
仏
仙
の
中

庸
の
設
切
に
依
っ
て
充
分
わ
か
る
と
と
と
忠
ふ
。
故
に
「
現
一
一
乎
郊
一
位
之
燈
、
一
謝
嘗
之
義
づ
治
ν
盟
主
(
如
乙
一
小
一
一
誇
掌
一
乎
O
L

と
一
去
は
れ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
此
の
中
庸
の
文
句
は
、
論
語
の
孔
子
の
一
一
一
一
口
菜
を
一
一
躍
数
訴
し
た
も
の
で
、
果
し
て
全
部
孔

子
自
身
の
一
一
一
一
日
葉
か
否
か
は
別
問
題
と
し
て
、
兎
に
角
一
磁
祭
の
意
義
、
が
前
述
の
如

3
精
一
別
で
あ
る
と
い
ム
事
は
、
溺
者
共
一
致

し
て
ゐ
る
と
一
去
っ
て
差
支
な
い
。

か
く
祭
政
一
致
の
思
想
よ
'
り
し
て
、
祭
認
は
政
治
上
に
前
一
大
な
地
位
を
占
め
る
。
一
印
し
て
此
の
祭
況
は
、
五
穫
の
中
の
一

つ
で
あ
る
。
五
織
と
は
、
吉
凶
草
案
嘉
で
あ
る
が
、
そ
の
吉
織
と
一
五
ム
の
が
、
部
ち
祭
認
に
格
営
す
る
。
名
誌
の
並
列
か



ら
見

JU¥
六
婆
の
中
で
は
識
が
最
上
伎
に
あ
る
、
が
、
更
に
五
織
の
中
で
は
祭
況
が
最
上
牧
に
あ
る
c

か
¥
る
関
係
か
ら
見
て

も
、
祭
瓶
、
が
踏
中
最
も
重
姿
な
る
も
の
で
あ
る
率
、
が
わ
か
る
。
説
文
雄
部
の
段
玉
裁
注
に
、
「
総
有
-
一
五
経
三
日
戸
室
ニ
於
祭
4

故
戯
字
川
ゲ
ユ
小
o
m
i
者

行
ν
総
之
器
也
。
」
と
あ
る
所
以
で
あ
る
と
忠
ム
。
そ
乙
で
何
故
に
祭
犯
が
躍
に
於
て
斯
く
重
き
を
な

す
か
と
一
瓦
ふ
に
、
白
分
の
考
へ
で
は
、
鵡
は
祭
犯
か
ら
始
っ
た
、
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
、
臓
の
後
生
起
原
は
祭
況
に
あ
る
と
思
ふ

か
ら

あ
る
。

，~、、

総
が
祭
沈
よ

b
始
っ
た
と
考
へ
る
事
に
就
い
て
は
、
命
多
少
の
説
明
を
要
す
る
。
そ
れ
に
は
先
づ
踏
の
字
を
説
文
に
嬢

つ
℃
研
究
し
て
見
ょ
う
。
説
文
総
部
に

雄
、
履
也
。
所
二
以
事
ν
一例致一
v
一…腕也、
v

H

ゲ
ユ
小
此
〆
間
一
品
。
凶
一
旦
亦
繋
也
。

と
あ
b
、
段
訟
に
饗
し
た
徐
滅
は
、
一
見
に
之
を
説
明
し
て
、
「
耀
之
一
一
一
一
ロ
履
。
諮
一
一
履
市
行
一
ν
之
也
〉
穂
之
名
、
起
ニ
於
事
一
レ
一
料
、
引
中

怨
ニ
凡
鵡
儀
之
稀
ご
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
徐
測
の
考
に
依
れ
ば
、
識
は
一
仰
に
事
へ
る
事
か
ら
起
っ
た
が
、
そ
の
後
程
ん
ザ
な
る

雄
、
が
生
ず
る
に
至
っ
た
υ

市

L
て
そ
れ
等
は
凡
て
之
を
躍
と
い
よ
名
務
の
中
に
包
括
し
て
し
ま
ふ
の
だ
と
云
ム
意
味
で
、

「
引
申
魚
一
一
凡
踏
儀
之
総
ご
と
一
去
っ
た
も
の
、
だ
と
思
ム
。
そ
乙
で
穫
の
名
、
が
一
例
に
仕
ヘ
る
よ
λ

ソ
起
っ
た
事
を
現
に
す
る

怨
に
は
、
今
少
し
文
字
た
分
解
し
て
考
察
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
先
づ
偏
の
「
一
不
」
の
字
か
ら
始
め
る
。
設
文
一
不
」
部

と
ま
、

1
1
法‘
B
L
E

‘示
、
天
霊
ν
象
、
克
一
一
士
口
凶
心
所
一
一
以
一
不
一
レ
入
也
。

H
A
に
一
。
三
重
、

九
一
不
之
附
勝
、
皆
川
ゲ
示
。

目
見
亙
也
。
観
ニ
乎
天
文
寸
以
袋
一
小
ニ
持
続
焼
叫
示
一
紳
事
。



と
あ
る
。
一
万
は
古
く
は
万
と
あ
る
。
此
の
「
二
'
一
は
上
部
ち
天
に
象
》
夕
、
「
川
市
」
は
日
月
日
比
の
三
反
を
表
し
、
弱
者
令
し
て

日
月
間
以
が
天
に
懸
っ
て
ゐ
る
姿
で
あ
る
。
天
、
が
日
月
日
比
一
の
三
反
を
幸
一
れ
て
、
そ
の
特
使
化
に
図
っ
て
入
'
?
に
吉
凶
踊
穏
な
ど

を
展
示
す
る
と
乙
ろ
が
あ
る
と
い
ふ
の
が
、

一
不
の
宇
の
意
義
で
あ
る
。
之
に
就
い
て
は
他
に
も
設
が
あ
っ
て
、
一
不
は
旗
の

先
に
布
片
、
が
懸

ο
て
ゐ
る
象
形
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
設
文
の
設
に
従
ム
。
市
し
て
此
の
設
文
に
更
に

段
玉
裁
が
注
し
て
、
「
天
設
一
ν
象
、
見
一
一
吉
凶
づ
え
二
府
け
が
繋
鮮
d
A
ν

二
、
古
文
上
。
一
ニ
幸
一
一
誇
ν
m
o
観
一
一
乎
天
文
ぺ
以
察
二
時

的
処
ぺ
見
一
一
周
知
m
貴
家
体
心
神
事
者
、
一
一
一
一
日
一
一
天
懸
ν
象
著
明
、
以
一
不
一
ν
人
。
翠
入
国
以
一
一
神
道
一
設
ν
数
。
」
と
設
現
し
て
ゐ
る
。
以
上
で

大
校
総
字
の
一
俄
で
あ
る
「
一
不
」
の
意
、
が
わ
か
り
た
1
C
忠
ム
。
よ
っ
て
次
に
耀
字
の
芳
の
撃
に
就
い
て
絵
ベ
て
見
よ
ラ
。
説

文
製
部
を
え
る
と
、

果
、
行
ν
鵡
之
器
也
。
日
ゲ
一
丘
、
象
形
。
九
的
一
此
之
局
、
皆
川
川
〆
附
一
以
。
認
町
内
/
〆
一
精
一
向
。

T

と
あ
る
。
氏
の
設
切
に
よ
る
と
、
町
長
は
織
を
行
ム
誌
で
あ
る
と
云
ム
。
之
に
も
徐
減
、
が
問
委
し
て
、
「
処
一
旦
之
局
、
…
述
諮
}
一
之

総
川
市
ハ
~
問
、
象
ニ
器
中
有
一
ν
物
也
。
」
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
之
に
依
れ
ば
、
間
一
品
は
絡
を
行
ふ
道
具
で
あ
る
が
、
市
も
凶
は
器
の
中

に
物
の
入
っ
て
み
る
形
だ
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
市
し
て
互
に
つ
い
て
は
、
設
文
一
口
仏
部
に
‘

一
丘
、
古
食
ν
肉
川
市
也
。

HAν

口
、
象
形
。
凡
一
弘
之
勝
、
皆
川
ゲ
一
良
。

、・とあ
λ

リ
、
段
玉
裁
は
之
に
注
し
て
、
「
考
工
詑
、
食
ニ
豆
肉
づ
中
入
之
会
也
。
左
待
日
、
四
升
免
ν
一
リ
ム
。
日
ゲ
口
象
ニ
川
市
之
容
4

上

一
、
象
ν
棋
也
(
中
路
)
。
下
一
、
象
乙
ぺ
祭
統
佐
一
去
、
鏡
、
一
旦
下
総
也
、
是
也
。
万
象
ν
絞
。
祭
続
日
、
夫
人
戎
ν
一
丸
、
執
ν
校
。
校
者
、

校
之
般
借
字
。
佐
一
去
、
一
良
中
央
直
者
、
是
也
。

と
一
去
ク
て
ゐ
る
の
に
依
っ
て
え
て
も
mm
か
で
あ
る
や
ラ
に
、
胞
と
立
と
は
共
に
物
を
盛
る
誌
の
象
形
で
あ
る
。



か
く
機
ハ
チ
を
分
解
し
て
丸
、
一
見
に
之
を
い
い
似
'
令
し
て
考
察
し
て
え
る
と
、
総
の
字
は
、
吾
入
が
天
の
一
時
一
不
に
封
じ
て
も
之

に
事
へ
石
、
換
一
一
一
一
泊
す
れ
ば
、
川
市
に
物
を
盛
っ
て
天
の
紳
に
絡
げ
る
、
と
一
五
ふ
意
味
を
表
徴
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
器
に
物

を
盛
っ
て
捧
げ
る
と
一
瓦
ふ
事
は
、
つ
ま
ら
祭
認
の
臓
の
最
も
原
始
的
な
形
で
あ
る
。
市
し
て
そ
乙
に
は
無
論
戚
郊
の
念
、
が
含

ま
れ
て
ゐ
る
と
思
ム
。
市
も
此
の
事
は
、
取
に
説
文
に
於
て
‘
か
く
説
明
遣
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
初
子
も
亦
'
伎
に
之

に
類
し
た
説
明
を
な
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
待
子
結
論
結
に
、

総
有
二
三
本
心
天
地
者
、
生
之
本
山
泊
。
先
斑
者
、
類
之
本
山
叫
。
芳
郎
者
、
治
之
本
也
。
無
ニ
天
地
づ
怒
生
。
無
ニ
先
一
組
ゴ
治

山
ω

保
…
ニ
君
師
づ
怒
治
u

三
者
一
侃
亡
潟
、
無
一
一
安
人
心
故
艦
、
上
事
ν
天
、
下
事
ν
地
、
傘
ニ
先
斑
づ
市
隆
一
一
君
郎
ハ
~
日
足
踏
之
三

本
也
。

と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
待
子
は
、
天
地
・
先
祖
φ

芳
郎
を
踏
の
一
二
木
ー
な
b
と
し
て
、
乙
れ
に
釣
し
、
五
日
入
、
が
戚
謝
の
念
を
以

て
事
へ
る
事
よ

b
、
織
が
後
生
す
る
に
至
っ
た
と
見
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
此
の
三
者
の
関
係
は
、
自
分
の
考
に
依
れ

ば
、
一
一
一
者
そ
の
後
生
に
時
間
的
の
前
後
、
が
あ
る
も
の
と
思
ム
。
卸
ち
後
生
の
順
序
か
ら
一
去
へ
ば
、
天
地
に
お
す
る
祭
犯
の

臆
が
、
最
も
共
の
先
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
と
忠
ム
。
従
っ
て
一
雄
先
に
お
す
る
戚
謝
と
か
、
君
郎
に
お
す
る
戚
謝
と
か

が
、
祭
成
立
ハ
の
他
の
躍
と
な
っ
て
現
れ
る
の
は
、
時
間
的
に
云
ふ
と
、
鈴
耗
後
の
乙
と
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
特
に
君

師
に
お
す
る
踏
に
至
っ
て
は
、
人
類
が
鴎
総
生
活
を
持
み
、
一
つ
の
岡
家
な

b
一
位
舎
な

b
が
成
立
っ
て
、
然
る
後
に
始
め

て
起
っ
て
来
る
も
の
で
あ
b
、
人
類
愛
展
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
可
な

b
後
の
事
に
属
す
る
と
忍
ふ
。
か
く
時
間
的
に
見
れ

ば
、
一
ニ
者
犬
ん
ザ
鼻
、
の
後
生
に
前
後
は
あ
る
が
、
共
に
戚
謝
の
念
を
出
後
詰
と
し
て
、
鵡
が
生
じ
て
来
だ
と
見
る
乙
と
は
る
一

く
同
一
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
貝
廷
は
報
本
反
始
と
一
去
ム
事
に
外
な
ら
ぬ
。
部
ち
祭
泥
の
麓
広
報
本
反
仏
加
の
思
想
に
基
い
て



二
回

ゐ
る
と
い
ム
ベ
主
で
あ
る
。
市
し
て
玄
(
の
事
を
設
い
て
ゐ
る
の
は
、
鵡
詑
袋
一
誌
の
交
で
あ
る
。
邸
ち

奨
也
者
施
也
。
纏
也
者
報
也
。
繁
繁
一
ニ
主
(
部
川
一
一
色
日
生
寸
前
穣
反
三
共
同
m
二
自
始
心
楽
章
二
穂
、
穣
報
ν
情
反
〆
仏
知
也
。

と
あ
る
。
叉
同
じ
く
滋
認
の
稽
器
に
も
、

総
也
者
、
反
一
証
(
所
一
一
自
生
ハ
~
幾
也
者
、
繁
一
-
h
i
(

所
一
一
吉
成
心

と
あ
b
、
乙
れ
に
到
し
て
探
滋
は
、
三
品
物
本
ニ
乎
天
づ
人
本
ニ
乎
施
心
護
主
一
一
於
報
本
反
始
サ
不
ν
忘
コ
一
共
所
ニ
由
生
一
也
。
と
明

絞
に
設
明
を
加
へ
て
ゐ
る
。

以
上
越
ベ
た
事
は
、
之
を
要
す
る
に
、
係
数
の
精
神
は
何
返
ま
で
も
立
涙
な
政
治
を
布
、
3
、
往
後
の
所
謂
長
人
安
氏
を

求
な
る
に
あ
る
。
市
し
て
か
¥
る
政
治
の
中
に
は
、
祭
認
を
な
す
之
と
が
重
大
な
要
件
と
し
て
含
ま
れ
、
従
っ
て
儒
数
に

於
て
は
、
飽
く
ま
で
祭
政
一
致
で
あ
る
。
市
し
て
此
の
祭
認
は
、
稽
の
方
か
ら
一
瓦
へ
ば
、
五
緯
中
第
一
ー
に
佼
す
る
、
が
、
何

故
祭
舵
が
離
の
中
に
於
て
、
か
く
重
き
を
な
す
の
か
と
云
ム
に
、
そ
れ
は
雄
、
が
、
天
に
到
す
る
祭
泥
の
穂
よ

b
始

2

b
、
廷
に
延
い
て
は
、
泊
先
に
謝
す
る
殺
と
か
、
或
は
君
長
に
お
す
る
織
と
か
、
全
(
の
他
百
般
の
践
と
な
っ
て
後
展
し
て

来
る
、
一
瓦
は
い
L

夫
等
凡
て
の
識
の
根
源
を
な
す
か
ら
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
穫
が
政
治
上
重
要
な
校
校
を
占
め
る
事
も
白
然

首
肯
さ
れ
る
乙
と
と
芯
ふ
。

".----._、

一¥ノ

と
乙
ろ
で
、
殺
は
溺
b
祭
記
に
限
っ
た
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
徐
瀕
も
云
ク
て
ゐ
る
如
く
、
憾
の
名
は
一
糾
に
事
ふ
る

よ
ム
ソ
起
り
た
、
が
、
之
を
引
申
す
れ
ば
各
趨
の
方
面
に
一
日
一

b
、
諮
の
ん
γ
u
U
範
障
は
極
め
て
震
い
c

人
数
の
原
始
時
代
に
於
て

は
、
天
地
に
劃
す
る
戚
謝
の
念
よ

b
、
祭
認
を
行
ム
伎
の
程
度
で
す
ん
だ
か
知
れ
な
い
が
、
段
。
入
料
測
が
進
化
し
、
~
粧
合



が
複
雑
に
な
る
に
従
っ
て
、
そ
と
に
様
ん
γ

友
人
事
関
係
、
が
生
じ
、
之
を
秩
序
正
し
く
匙
行
手
せ
て
行
く
怨
に
は
、
色
々
な

約
束
な

b
、
盟
紙
一
一
向
な

b
、
法
制
別
な

b
、
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
古
代
の
儒
数
に
於
て
は
す
べ
て
此
等
の
も
の
を
も
踏
と
し

て
取
b
扱
っ
て
ゐ
る
。
ぷ
れ
ば
此
の
一
帯
を
有
子
は
織
論
第
に
於
て
次
の
如
く
迷
ベ
て
ゐ
る
。

穂
起
こ
於
何
一
也
。
円
、
人
生
市
有
ν
欲
。
欲
而
不
ν
得
、
期
不
ν
能
ν
無
ν
求
。
求
雨
無
二
度
畳
分
界
コ
別
不
ν
能
ν
不
ν
守
。
守
川
別
乱
。

鉱
山
川
窮
。
先
玉
川
法
一
一
共
乱
一
也
、
故
制
一
一
純
一
義
一
以
分
ν
之
。
以
養
一
一
人
之
欲
不
和
二
人
之
求
づ
伎
F

欲
必
不
ν
窮
ニ
乎
物
づ
物
必
不
上
〆

届
一
一
於
欲
叫
雨
者
相
持
市
長
。
是
鵡
之
所
ν
起
也
。

止
の
説
明
に
依
る
と
、
入
、
が
雫
を
起
さ
な
い
怨
に
、
部
一
一
入
、
が
色
々
綿
一
儀
と
一
瓦
ふ
も
の
を
制
し
て
、
互
に
そ
の
分
を
守
る
放

に
仕
向
け
た
と
一
瓦
ム
の
で
あ
る
。
入
、
が
互
に
雫
を
起
さ
な
い
と
一
瓦
ム
事
は
、
そ
の
今
日
h
u
範
闘
が
非
常
に
皮
汎
で
あ
る
。
印

ち
一
家
族
民
つ
い
て
も
云
へ
る

L
、

一
関
般
に
就
い
て
も
一
去
へ
る
し
、
一
見
に
炭
く
一
図
家
に
つ
い
て
も
云
へ
る
し
、

叉
一

天
下
の
間
に
就
い
て
も
一
広
へ
る
。
郎
ち
、
山
平
に
吾
入
、
が
日
常
常
識
的
に
考
へ
て
ゐ
る
耀
以
外
に
、
凡
そ
人
類
の
争
闘
を
防

い
で
、
犯
分
胤
処
理
に
陥
ら
し
め
な
い
底
の
も
の
な
れ
ば
、
総
べ
て
之
を
踏
の
範
院
の
中
に
含
め
て
考
へ
る
乙
と
、
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
か
、
る
炭
義
の
躍
と
一
広
ふ
も
の
が
、
後
世
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
段
々
と
深
山
に
出
来
て
来
る
。
故
に
鵡
は

間
半
に
祭
犯
に
関
し
た
も
の
ば
か

b
に
限
ら
な
い
と
云
ふ
乙
と
も
分
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
待
子
の
此
の
穫
の
起
原
論

ほ
、
前
奉
げ
た
「
躍
有
三
本
」
の
場
会
と
少
し
く
立
論
の
基
礎
、
が
異
な
る
如
く
思
は
れ
る
。
察
す
る
と
乙
ろ
、
此
の
穫
の

起
原
論
は
、
恐
ら
く
性
謡
篇
に
あ
る
次
の
如
き
立
場
か
ら
-
来
た
も
の
で
あ
ら
う
。

入
之
性
惑
、
主
(
善
者
俄
也
。
今
人
之
位
、
生
市
有
ν
好
ν

一
利
走
。
版
ν
是
、
故
争
奪
生
、
市
辞
譲
亡
罵

u

牛
一
市
有
ニ
疾
一
語
一

五
品
。
総
ν
是
、
一
故
波
紋
生
、
而
忠
信
亡
露
。
生
市
在
ニ
耳
目
之
欲
一
吾
川
。
脂
hv
是
、
故
淫
鋭
生
、
市
雄
義
文
理
亡
君
。
然
則

玉ニ



一一六

従
一
一
人
之
性
づ
順
二
人
之
情
づ
必
出
一
一
於
守
奪
づ
A
口
二
於
犯
分
m
処
理
寸
一
郎
諒
一
一
於
暴
ハ
ズ
中
路
)
吉
者
翠
玉
、
以
二
人
之
性
悪
づ
以
潟
ニ

"
保
険
市
不
ν
豆
、
停
鋭
部
不
一
レ
治
。
日
疋
以
、
免
ν
之
起
こ
纏
義
づ
制
一
一
法
度
づ
以
矯
ニ
鈴
人
之
性
情
づ
市
五
ν
之
、
以
擾
ニ
化
人
之
性

情
寸
前
導
ν
之
也
心
佼
ド
皆
出
一
一
於
治
づ
A
口
中
一
於
道
上
4
4
也。

之
に
依
れ
ば
、
つ
ま

b
待
子
は
性
忍
論
の
立
場
か
ら
、
耀
は
翠
人
が
人
の
悪
性
を
矯
節
し
て
行
く
ゑ
に
作
っ
た
も
の
で
、

人
魚
的
に
制
定
手
れ
た
も
の
と
日
比
た
ゃ
う
で
あ
る

J

か
く
見
る
と
、
絡
は
雲
人
が
入
念
的
に
作
っ
た
も
の
で
、
人
の
自
然

の
情
牲
に
本
づ

3
起
り
た
も
の
で
友
く
衣
る
。
ヨ
ラ
な
る
と
、
前
の
「
穂
有
三
本
」
設
と
は
、
立
論
の
基
礎
、
が
異
な
っ
て

ぐ
る
。
部
ち
前
の
「
躍
有
三
本
」
設
に
擦
れ
ば
、
機
は
人
の
性
情
に
本
づ
主
、
白
然
的
に
殺
生
し
た
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
後
の
此
の
芳
子
の
説
明
に
依
る
と
、
躍
は
み
エ
く
入
怨
的
の
後
生
と
な

b
、
此
昆
に
有
子
の
自
家
掻
菜
、
が
後
見
さ
れ

る
。
所
で
碍
子
の
本
意
は
来
し
て
笠
(
の
何
れ
に
あ
っ
た
か
。
一
光
・
系
列
子
の
性
悪
設
は
不
徹
底
な
も
の
で
、
白
分
白
身
破
綻

，V
一
生
じ
て
ゐ
る
事
は
、
次
の
性
忍
お
の
一
文
を
見
て
も
明
で
あ
る
と
思
ム
。

治
之
入
可
一
一
以
悠
一
ν
高
、
日
刊
誌
也
。
呂
、
九
一
尚
之
所
こ
以
一
尚
一
者
、
以
一
干
支
持
川
一
一
仁
義
法
正
一
也
c

然
別
仁
義
法
正
、
有
ニ
可
ν
知

可
ν
能
之
到
心
然
而
徐
一
一
之
人
也
、
背
有
下
可
=
一
以
知
一
一
仁
義
法
正
一
之
質
上
。
品
川
有
下
可
τ

一
以
能
ニ
仁
義
法
正
一
之
口
一
(
上
。
(
中
略
)
今

治
一
之
入
者
、
枠
内
可
一
三
以
知
一
一
父
子
之
義
づ
外
可
三
以
知
二
文
在
之
託
(
~
然
別
立
(
可
二
以
知
一
之
賀
、
可
一
一
以
能
}
之
H

犬
、
共
在
一
一

塗
之
人
一
関
川
失
υ

的
ち
彼
は
一
方
に
性
思
を
設
b
J
」
な
、
か
ら
、

又
、
そ
の
大
路
約
に
於
て
、

総
以
ν
順
二
人
心
一
治
ν
本
、
故
亡
二
於
鵡
続
「
而
順
一
一
人
心
一
者
，
持
純
也
。

一
方
に
於
て
は
仁
義
法
正
の
本
良
い
そ
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
γ

印
し
て
紋
は



と
一
去
ハ
/
て
ゐ
る
。
し
て
丸
る
と
織
は
、
人
、
が
好
ま
ね
も
の
を
部
一
一
人
が
勝
手
に
作
っ
て
、
之
を
他
に
強
制
す
る
も
の
で
な
く

し
て
・
、
人
の
情
性
に
従

ο
て
翠
人
が
之
を
作
っ
た
も
の
だ
と
一
瓦
ふ
乙
と
に
な
る
。
か
く
見
て
く
る
と
、
元
来
躍
は
人
の
本

性
に
枚
ゴ
す
と
と
ろ
の
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
b
、
隠
っ
て
有
子
の
如
く
性
惑
論
の
立
場
か
ら
踏
の
起
涼
を
説
く
乙

と
は
、
少
く
と
も
自
家
一
説
若
に
陥
っ
て
し
ま
よ
の
で
あ
る
。
自
分
を
し
て
云
は
し
な
れ
ば
、
此
の
程
の
践
の
起
原
に
就

い
て
は
、
初
子
の
如
く
敢
て
性
惑
論
の
上
か
ら
設
か
ず
と
も
、
人
の
本
来
の
性
情
の
上
か
ら
制
初
出
し
て
、
法
人
が
之
を
作

焦
点
』
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ム
風
に
考
へ
る
事
、
が
出
来
る
と
思
ふ
。
か
く
考
へ
る
時
は
、
成
る
程
人
然
的
で
は
あ
る
が
、

元
来
人
の
性
怖
に
本
づ
く
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
の
「
純
有
三
本
」
訟
と
さ
う
矛
盾
は
し
な
い
。
此
の
矧
羽

子
に
於
て
和

t

不
徹
底
で
あ
る
と
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
踏
の
起
原
を
人
の
性
情
の
上
に

求
め
る
設
は
可
成

b
多
い
。
第
一
孟
子
の
四
端
設
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
又
中
庸
に
、

仁
者
、
入
也
リ
親
ν
親
匁
ν
大
。
義
者
、
立
也
o
A
m寸ν
一
党
匁
ν
大
。
親
ν
親
之
殺
、
雰
ν
賢
之
等
‘
機
所
ν
生
也
。
(
第
二
十
章
)

の
知
当
も
そ
れ
で
あ
る
。
宋
の
鄭
樵
が
、

踏
本
ニ
於
人
情
(
叩
情
生
前
総
随
ν
之
。
・
…
向
者
氏
一
存
率
筒
、
総
制
未
ν
有
。
然
新
民
不
ν
龍
ν
鉦
…
二
宮
家
之
情
寸
刻
冠
婚
之
穂
、

己
苅
一
一
一
千
立
(
中
ゆ
不
ν
能
イ
鑑
…
一
一
交
際
之
情
づ
則
郷
射
之
躍
、
己
蔚
三
乎
主
(
中
斗
不
ν
能
ν
盤
…
ニ
退
官
本
之
情
づ
則
喪
祭
之
穂
、
己

茄
一
一
一
於
主
(
中
七
(
総
記
義
疏
籾
儀
所
引
)

と
一
去
っ
'
だ
の
も
、
問
、
じ
く
周
行
己
が
、

穂
経
三
一
γ
日
、
威
儀
三
千
、
皆
出
ニ
於
性
づ
非
二
億
い
貌
飾
一
レ
情
也
。
(
中
路
)
入
也
者
、
役
ニ
乎
天
地
之
間
二
リ
ム
一
一
乎
寓
物
之
上
づ
奪

f

卑
分
類
、
不
ν
設
市
彰
J

翠
人
徳
い
此
、
制
一
一
冠
婚
喪
祭
郭
碍
郷
射
之
楼
づ
以
行
ニ
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
別
友
之
義
心

ヒ



一一八

と
一
五
っ
た
の
も
、

又
清
人
凌
廷
堪
が
、

夫
人
之
問
ア
受
一
一
於
天
一
者
、
性
也
。
性
之
所
一
一
回
一
有
一
者
、
善
也
。
周
三
以
復
ニ
笠
(
善
一
者
、
準
也
。
所
一
二
以
一
貫
一
一
主
(
恵
一
二
者
、
謹

也
。
是
故
翠
人
之
道
二
斗
崎
市
己
主
〈
。
孟
子
呂
、
契
居
純
一
一
司
徒
づ
数
以
二
人
倫
叫
父
子
有
ν
窺
。
君
区
有
ν
義
υ

夫
日
帰
有
ν
別。

長
幼
有
ν
序
o
m
m
友
存
ν
信
。
此
五
者
、
皆
吾
性
所
一
一
回
有
一
考
也
υ

翠
人
知
ニ
玄
(
然
一
也
。
国
一
一
父
子
之
道
コ
印
税
一
一
魚
土
冠
之

鵡
づ
国
一
一
君
臣
之
道
づ
語
紙
一
一
怨
務
毅
之
滋
づ
国
一
一
夫
婦
之
道
寸
市
部
一
一
焦
土
持
之
鵡
一
づ
回
一
一
長
幼
之
道
↓
市
部
一
一
魚
郷
飲
酒

之
純
一
寸
国
一
一
朋
友
之
道
づ
十
印
税
一
一
魚
士
相
見
之
諮
必
自
一
一
一
一
瓦
士
一
以
至
ニ
於
康
人
ブ
少
雨
m
留
意
、
長
市
安
手
品
。
鵡
之
外
、
別
無
二

所
ν
諮
問
学
一
也
。
(
校
路
公
文
集
)

と
一
去
っ
た
の
も
、
杢
く
此
の
精
神
に
外
な
ら
ぬ
。
儒
教
の
立
場
と
し
て
は
、
勿
論
か
く
見
る
の
、
が
正
し
い
の
で
、
若
し
期

c見
ず
し
て
、
翠
入
、
が
勝
手
に
之
を
作
。
た
も
の
な
ら
と
す
る
と
、
識
は
そ
の
自
率
性
を
失
ひ
、
共
の
伎
佑
は
道
徳
的
に

著
し
く
減
少
す
る
も
の
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

(
四
)

佑
織
が
か
く
政
治
と
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
乙
ろ
か
ら
、
穫
は
治
協
卒
天
下
の
婆
道
左

b
と
云
は
れ
得
る
と
忠

ム
。
換
言
す
れ
ば
、
治
図
卒
天
下
を
欲
す
る
玄
れ
ば
、
燥
で
も
絡
を
行
は
わ
μ
ば
な
ら
る
と
と
に
な
る
。

職
、
が
治
協
卒
天
下
の
上
に
鉄
く
可
か
ら
ゴ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
、
多
く
の
文
献
上
に
書
き
し
る
遣
れ
て
あ
る
。

論
語
怨
政
筋
に
ベ
子
日
、
選
ν
之
以
ν
政
、
一
党
ν
之
以
ν
形
、
民
免
括
経
…
〆
、
恥
。
道
〆
之
以
ν
徳
、
一
費
ν
之
以
ν
穂
、
有
ν
恥
旦
格
。
」

と
あ
る
の
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
此
の
場
令
の
「
政
」
と
一
五
ふ
の
は
、
勿
論
今
ま
で
述
べ
て
来
た
内
容
の
政
で
は
鉱
山

t

じ
で
、
朱
子
も
一
去
ム
如
く
、
那
と
釣
し
、
取
単
に
法
制
禁
令
の
意
で
あ
る
と
と
は
云
ム
迄
も
な
い
。
此
の
様
な
意
味
の
事



は
、
左
侍
湛
公
二
十
三
年
に
も
、
官
制
の
一
一
一
一
日
と
し
て
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
「
夫
雄
、
所
一
一
以
柊
一
レ
民
也
。
故
合
以
訓
二

上
下
之
則
づ
制
一
一
財
用
之
節
寸
秘
以
正
一
一
班
鋒
之
義
づ
い
仰
一
一
長
幼
之
序
寸
筏
伐
以
討
ニ
共
不
然
ご
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
党
に
又
論
語
皇
仁
篇
を
見
る
と
、
「
子
日
、
能
以
ニ
踏
譲
}
銭
ν
図
乎
、
何
有
。
不
下
能
以
二
総
一
一
議
一
潟
ト
ロ
路
、
如
ν
総
何
。
」
と
あ
っ

て
、
日
疋
亦
関
山
水
を
治
め
る
上
に
織
の
必
要
な
る
乙
と
を
設
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
但
械
と
議
と
を
並
べ
て
あ
る
、
が
、
そ
れ

は
譲
、
が
織
の
要
素
と
し
て
霊
主
を
在
す
か
ら
で
あ
る
。
も
と
/
¥
践
と
譲
と
は
お
立
的
に
異
る
も
の
で
な
く
、
譲
は
蛍
然

磁
の
中
に
含
ま
る
べ
主
も
の
で
あ
る
。
そ
の
乙
と
に
就
て
は
、
論
詰
顔
出
篇
代
、
子
路
@
ム
官
官
・
舟
有
・
公
西
悲
の
四
人
が

孔
子
に
侍
坐
し
た
時
、
孔
子
、
が
是
等
の
弟
子
に
向
。
て
、
夫
ん
γ

自
分
の
希
望
を
迷
べ
さ
せ
た
有
名
な
話
が
あ
る
、
が
、
そ
れ

に
依
っ
て
え
て
も
よ
く
わ
か
る
。
此
の
時
子
路
は
、
卒
閣
と
し
て
第
一
番
に
針
へ
た
。
部
ち
「
千
采
之
図
、
慌
時
二
乎
大
関

之
間
二
加
ν
之
以
一
一
郎
旅
づ
図
ν
之
以
ニ
儀
儀
4

由
主
鶏
ν
之
、
比
ν
及
一
二
二
年
づ
可
ν
伎
一
一
有
ν
勇
、
旦
知
一
ν
方
也
。
」
と
述
べ
た
。
す
る
と

孔
子
は
之
を
附
は
れ
た
。
主
(
後
段
々
と
問
答
、
が
あ
b
、
最
後
に
曾
析
は
が
孔
子
に
向
っ
て
、
先
生
は
何
故
子
路
の
ル
ム
口
を
昭
は

れ
た
か
と
問
ふ
と
、
孔
子
、
が
、
「
然
ν
図
以
ユ
躍
。
共
一
一
一
一
口
不
ν
譲
。
是
故
明
ν
之
。
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
却
ち
子
路
の
一
一
一
一
口
に
は
議

、
が
紋
け
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
様
な
と
と
で
は
闘
を
治
め
る
事
は
出
来
な
い
ぞ
。
鴎
を
治
め
る
に
は
識
が
大
切
で
あ
る
、
が
、

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
譲
を
敏
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
と
、
子
路
を
答
め
ら
れ
た
わ
け
で
‘
前
の
呈
仁
籍
の
言

葉
と
釣
照
し
て
見
る
と
、
孔
子
の
縄
に
お
す
る
考
、
が
よ
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。

次
に
、
何
故
に
離
を
以
て
す
れ
ば
、
問
問
家
、
が
善
く
治
ま
る
か
と
云
ム
と
、
そ
れ
も
亦
論
語
の
中
に
設
周
知
、
が
出
て
ゐ
る
。

卸
ち
の
諮
問
篤
に
、
「
子
日
、
上
好
ν
麓
則
氏
自
勿
ν
使
也
U
L

と
あ
b
、
又
同
じ
ゅ
志
向
篇
に
‘
奨
退
と
の
問
答
を
載
せ
て
、

奨
選
議
ν
向学

ν
稼
。
子
日
、
五
口
不
ν
知
一
一
老
農
ゆ
議
ν向学
ν
鴬
ν
属
。
司
、
五
口
不
ν
知
一
一
老
溺
寸
奨
遅
出
。
子
呂
、
小
人
哉
奨
建
也
。
上
好
ν

二
九



。

機
、
郎
氏
英
二
敢
不
一
v
敬
。
上
好
ν
義
、
郎
氏
英
一
一
致
不
一
v
版
。
上
好
ν
信
)
別
氏
英
二
敢
不
一
ν

沼
ν
情
。
夫
如
ν
是
、
部
四
方
之

氏
、
線
二
負
共
子
一
部
室
突
。
一
魚
沼
ν
稼
。

と
あ
る
。
つ
ま

b
上
の
者
、
が
路
一
教
に
よ
る
政
治
を
一
行
へ
ば
、
民
が
上
に
お
し
て
敬
を
援
く
や
う
に
な
き
、
従
っ
て
凶
家
が
治

め
易
く
友
る
と
云
ム
の
で
あ
る
。
八
伶
穏
に
於
て
、
定
公
、
が
孔
子
に
「
君
使
ν
臣
、
区
事
ν
君
、
知
ν
之
何
。
1

一
と
問
は
れ
た

時
、
孔
子
が
、
「
君
使
ν
匹
以
ν
織
、
庄
一
挙
ν
万
以
ν
志
。
」
と
公
口
へ
ら
れ
た
の
も
、
喜
一
く
同
じ
精
神
で
あ
る
。
此
の
場
人
口
は
勿

論
、
君
庄
一
病
者
別
ん
γ

の
心
掛
ぞ
設
か
れ
た
の
で
あ
る
、
が
、
併
し
蛍
然
の
結
果
と
し
て
、
方
、
が
尽
を
使
ム
に
躍
を
以
て
す
れ

ば
、
民
は
君
に
事
ふ
る
に
忠
を
以
て
す
る
関
係
、
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る

Q

か
¥
る
湖
北
白
か
〉
b
、
絡
を
以
て
倒
的
家
を
治
め
れ
ば
、
待
子
の
恐
れ
た
援
な
犯
分
乱
却
は
無
く
な
b
、
協
家
は
ふ
一
応
口
く
治
ま

る
。
そ
乙
で
澱
は
政
治
を
よ
く
運
轄
す
る
上
に
、
必
要
訣
く
べ
か
ら
ま
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ム
意
味
を
表
は
し
た
一
言
葉
乞

捻
り
て
見
る
と
、
阪
ノ
る
深
山
あ
る
。
似
へ
ば
左
停
一
裳
公
二
十
一
年
に
は
叔
向
の
一
一
一
一
日
と
し
て
ベ
穂
、
政
之
輿
也
。
政
、
身
之

守
也
。
怠
ν
一
時
失
ν
政
。
失
乙
収
不
ν
立
。
是
以
鋭
也
J
L

と
あ
b
、
又
碍
子
大
協
お
に
は
、
「
縫
、
政
之
牧
也
。
魚
ν
政
不
ν
以
ν

絵
、
政
不
ν
一
行
怠
〈
。
」
と
あ
b
、
そ
の
他
待
子
の
初
山
内
子
お
に
は
「
穂
、
法
之
大
分
、
群
類
之
縦
紀
也
。
」
と
あ
る
。
佼
に
か

く
政
治
を
運
稗
す
る
上
に
、
躍
が
必
要
訣
く
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
協
家
と
織
と
の
関
係
が
、
極
め
て
密
接
な

も
の
で
あ
る
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
友
い
。
従

ο
て
織
、
が
な
け
れ
ば
凶
は
成
立
し
な
い
と
云
ふ
と
と
に
も
な
る
」
々
立
ハ
の
と

と
乞
一
石
ぴ
表
は
し
た
一
一
一
一
口
菜
と
し
て
、
「
機
、
民
之
幹
也
O
L

と
一
五
ふ
の
が
あ
る
、
が
、
そ
れ
は
左
体
位
協
公
十
一
年
内
史
、
過
の
一
一
一
一
却
に

も
あ
b
、
同
じ
く
表
公
三
十
年
子
皮
の
一
一
一
一
口
に
も
あ
る
。
幹
と
一
疋
ム
字
は
、
人
の
身
践
で
一
瓦
へ
ば
脊
骨
の
如
主
意
味
、
関
家
統

治
の
上
か
ら
は
そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
見
る
べ
き
」
で
、
印
ち
澱
が
掛
川
識
に
と
っ
て
重
大
な
役
割
を
な
し
て
ゐ
る
と
い
ム



乙
と
ど
一
一
一
回
以
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
閣
一
訳
出
一
日
誌
に
は
「
夫
路
、
関
之
紀
也
。
L

と
あ

b
、
設
苑
修
文
佑
に
は
「
総

者
、
所
ニ
以
御
一
v
凶
也
。
」
と
あ

b
、
持
詩
外
体
論
般
に
は
「
穂
者
、
治
鉾
之
極
也
o

m
以
闘
之
本
也
。
成
ν

行
之
道
也
。
功
名

之
統
也
。
王
公
出
ν
之
。
所
=
一
以
一
一
一
天
下
一
也
O
L
な
ど
と
あ
る
、
が
、
何
れ
も
図
家
に
と
っ
て
穫
の
必
須
不
ν
可
ν
紋
者
で
あ
る
と

云
ム
意
味
、
ピ
一
疋
ぴ
表
は
し
た
も
の
と
見
る
ベ
主
で
あ
る
。

俗
的
け
加
へ
る
と
、
有
子
の
大
路
ね
に
は
、
時
乞
以
て
水
の
最
も
深
い
所
に
玄
て
る
桜
識
に
饗
へ
て
あ
る
。
-
山
ち
、

水
行
者
表
ν
深
。
使
ニ
人
組
…
一
v
w
m
o
治
ν
氏
者
表
ν
乱
。
伎
一
一
入
銀
一
v
失
u

礎
者
共
表
也

Q

先
一
十
一
以
〆
時
表
二
天
下
之
乱
4
今
成
ν
給
者
、

是
去
ν
表
也
。
故
氏
迷
感
市
随
一
一
柿
一
忠
心
此
刑
罰
之
所
ニ
以
繁
一
也

Q

と
一
瓦
っ
て
ゐ
る
。
叉
有
子
の
大
路
お
・
玉
翁
第
乃
至
純
一
誌
経
併
話
等
に
は
、
純
子
)
組
問
て
椛
街
・
縄
市
一
子
規
矩
か
一
一
?
に
一
佐
官
へ
て
ゐ

る
。
是
等
も
亦
面
白
い
響
怜
で
あ
る
。
例
へ
ば
大
路
箭
に
は
、
「
機
之
於
ν
正
一
一
凶
家
一
也
、
如
三
権
衡
之
於
一
一
軽
重
一
也
。
知
一
ニ

縄
四
割
一
之
於
一
一
出
直
一
也

Q

故
人
無
ν
給
不
ν
生
。
率
低
…

μ眠
不
ν
成
。
開
制
ふ
承
継
…
ν
禅
寺
不
ν
俗
学
。
」
と
あ

b
、
叉
王
一
お
篇
に
は
、
「
図
家
処
…
ν

総
別
不
ν
五
つ
総
所
二
以
正
一
v
問
問
也
。
熔
官
ν
之
、
猶
一
九
権
衡
之
於
ニ
軽
重
一
山
地
。
猶
三
縄
剛
一
夜
之
於
ニ
治
区
一
也
。
猶
一
一
h
況
矩
之
於
こ
方
国
一

也
。
故
錯
ν
之
而
人
英
二
能
一
部
一
也
。
」
と
あ
る
、
が
、
此
等
の
引
例
に
媛
っ
て
、
識
が
図
家
統
治
上
、
如
何
に
繰
く
べ
か
ら
ぎ
る

も
の
で
あ
る
か
は
、
遺
憾
な
く
照
明
主
れ
て
ゐ
る
と
忠
ム
。

(
五
)

倍
最
初
に
一
去
っ
た
如
く
、
儒
数
の
目
的
は
修
己
治
人
に
あ
る
。
之
は
誰
も
疑
は
ね
所
で
あ
る
、
か
、
そ
の
治
人
の
上
に
穫

の
必
要
な
る
事
は
上
肢
に
速
一
へ
た
。
そ
の
営
然
の
蹄
結
と
し
て
、
修
己
上
ま
だ
楼
が
重
要
で
あ
る
事
は
一
瓦
ム
迄
も
な
い
。

己
れ
漉
そ
修
め
ず
し
て
、
人
を
し
て
総
を
行
は
し
め
よ
ラ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
可
訟
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
乙
で
修



己
上
、
絡
が
如
何
な
る
重
要
性
を
有
す
る
か
を
、
以
下
に
少
し
く
説
明
し
て
え
カ
い
。
古
人
は
多
く
、
捜
は
人
の
履
ん
で

立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
考
を
有
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
「
躍
、
履
也
O
L

と
解
し
た
も
の
、
が
杓
営
多
い
。
例
へ
ば
設
文

(
織
部
)
@
税
制
雅
(
終
一
一
一
一
日
)
の
説
明
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
有
子
大
路
第
に
は
、
「
穂
者
、
人
之
所
ν
塚
也
。
矢
νmmν
履
、
必
頭

販
路
溺
。
間
川
ν
失
徴
、
稲
企
(
忽
ν
乱
大
者
、
機
也
。
」
と
あ
b
、
耀
詑
の
件
尼
議
…
居
に
は
、
「
一
一
一
一
ロ
市
履
ν
之
、
機
也
。
行
雨
幾
ら
ん
、

楽
位
。
芳
子
力
ニ
洗
二
者
づ
以
南
海
部
立
。
」
と
あ
る
。
又
白
虎
通
機
楽
祭
に
は
、
「
搾
之
怨
ν
一
一
一
一
日
緩
也
。
」
と
あ
2
9
、
同
じ
く
性

締
結
に
は
、
「
鰭
者
履
也
。
履
ν
道
成
ν
文
L

と
あ
る
。
一
括
し
て
新
の
如
く
絡
を
援
と
解
す
る
の
は
、
私
見
に
依
れ
ば
、
恐
ら

く
同
一
普
通
泊
よ

b
解
し
た
も
の
と
思
ム

u

同
普
通
用
の
解
稜
例
は
、
論
語
・
中
庸
・
孟
子
、
そ
の
他
多
く
の
文
獄
上
に
之
を

見
出
じ
得
る
。
印
ち
「
仁
考
人
也
」
(
中
庸
)
「
義
者
笠
也
し
(
中
席
)
「
政
者
正
也
1

一
(
論
語

J

「
征
之
怨
ν
一
一
一
一
口
正
也
」
(
孟
子
)
「
徳
者

得
也
」
(
織
詑
)
の
如

3
之
で
あ
る
が
、
何
れ
も
よ
く
そ
の
意
を
表
は
し
て
み
る
。
鵡
記
祭
義
に
は
「
仁
者
仁
ν
従
者
也
。

澱
者
成
ν
此
者
位
。
義
者
笠
ν
此
者
也
。
信
者
一
信
三
此
者
也
。
強
者
怒
に
此
者
也
o
f
一
と
あ
る
が
、
是
で
見
て
も
踏
を
緩
な
、
，
り
と

解
す
る
の
は
、
同
一
普
通
用
の
解
で
あ
る
乙
と
が
分
現
す
る
。
論
語
顔
滞
気
に
、
「
子
日
、
克
己
復
組
問
魚
ν
仁
。
一
日
克
己
復

職
、
天
下
獄
ν
仁
詩

J

と
あ
っ
て
、
復
織
は
波
織
だ
と
一
五
は
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
履
字
の
却
の
各
け
た
形
で
あ
る
と
一
疋
ム
の

で
あ
る
。
併
し
一
方
に
は
、
機
の
字
に
肢
に
ω
械
の
意
味
、
が
あ
る
か
ら
、
復
を
援
と
演
な
の
は
重
複
す
る
嫌
が
あ
る
。
故
に

復
組
そ
「
締
一
ニ
復
Y

し
と
一
夜

U
べ
し
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は
加
と
し
て
、
織
は
緩
行
す
る
も
の
だ
と
云

ふ
意
見
に
は
媛
b
は
な
い
と
思
ム
。
故
に
織
は
入
に
立
御
池
を
輿
へ
る
所
の
も
の
と
な
る
。
部
ち
五
日
人
は
躍
を
履
む
事
に

依
っ
て
、
自
分
の
立
脚
地
が
定
ま

b
、
如
何
な
る
他
の
批
到
に
も
、
敢
て
勤
務
し
な
い
態
度
を
取
b
得
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
此
の
事
に
関
し
て
設
か
れ
た
も
の
が
、
論
一
訟
の
中
に
凡
そ
三
章
程
見
交
て
ゐ
る
。

-mち
季
子
絡
に
は
、



陳
充
同
一
一
伯
魚
一
日
、
子
亦
有
一
一
異
聞
一
乎
。
釘
日
、
未
也
。
嘗
潟
立
。
鰹
趨
市
遁
ν
庭
。
日
、
町
内
グ
詩
乎
。
お
日
、
未
也
。
不
ν

勝一
J
詩
1

鑑
ナ
一
以
一
一
一
一
弓
鯨
浪
一
雨
期
ア
詩
。
他
日
叉
溺
立
。
鰻
趨
部
過
ν
庭
。
日
、
準
ν
糟
乎
。
説
日
、
未
也
。
不
〆
随
一
F
雄
、
無
二

以
立
心
鰻
退
一
向
島
一
J
純
一
。
陳
元
選
而
喜
日
、
間
二
得
ν
一一一。問問
ν
詩
、
開
ν
機
、
叉
関
=
云
子
之
一
一
地
二
企
ハ
子
一
品
一
。

と
あ
っ
て
、
漣
ぽ
入
に
立
脚
地
を
奥
へ
る
も
の
だ
と
い
ム
乙
と
を
敬
へ
て
ゐ
ら
れ
る
。
叉
泰
伯
お
に
は
、
「
子
日
、
蹴
〈
一
一
於

…
詩
、
立
ニ
於
機
寸
成
一
一
於
奨
ご
と
あ
っ
て
、
米
子
は
之
に
注
し
て
、
「
組
問
以
一
一
恭
敬
続
、
遜
一
魚
ν
本
。
雨
有
二
節
文
度
数
之
詳
叩
可
一
日
一

以
一
回
一
一
人
肌
膚
之
A

官
、
筋
骸
之
来
心
故
m
学
者
之
中
、
所
一
一
以
卓
然
自
立
、
而
不
一
v
怨
三
事
物
之
所
ニ
格
奪
一
者
、
必
於
ν
此
而
得
ν
之
。
」

と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
廷
に
叉
発
日
第
に
は
、
「
子
日
、
不
ν
知
ν
命
、
無
一
ニ
以
怨
ニ
君
子
一
也
。
不
ν
知
ν
穫
、
盤
ゲ
一
以
立
一
也
。
不
ν

知
ν
一
一
一
口
、
無
こ
以
知
一
ν
人
也
。
し
と
あ
っ
て
、
安
井
怠
粁
は
之
に
注
し
て
、
「
滋
別
魚
ν
之
、
非
ν
鵡
期
不
二
政
怨
4

威
武
不
ν
能
ν
口
組
、
貧

賎
不
二
応
ν
移
i

富
貴
未
・
γ
能
ν
淫
。
是
能
自
立
ニ
定
核
抑
}
也
υ

若
不
ν
知
ν
緯
、
毎
ν
逃
一
二
事
ブ
左
徒
右
濯
、
前
却
無
ν
皮
。
故

無
一
一
以
立
一
也
。
」
去
云
ひ
、
穂
、
が
否
人
の
態
度
を
確
乎
と
し
て
不
動
だ
ら
し
め
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
乙
と
を
説
明
し
て
、

間
然
す
る
所
、
が
・
な
い
。

'
寅
に
人
間
の
大
丈
夫
だ
る
所
以
は
、
一
に
自
分
が
穫
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
受
信
に
あ
る
と
思
ム
。
放
に
前
に

は
1

「
穂
、
関
之
幹
也
」
と
あ
っ
た
が
、
人
に
就
い
て
宛
て
も
、
亦
此
の
事
、
が
一
去
は
れ
る
。
ー
部
ち
左
得
一
昭
会
七
年
に
孟
佐
子
の

一
一
一
一
回
と
し
て
、
「
種
、
人
急
幹
也
。
無
ν
稽
無
ニ
以
立
ご
と
一
去
は
れ
、
同
じ
く
成
公
十
三
年
に
孟
献
子
の
一
一
一
一
口
と
し
て
、
「
組
問
、

身
之
幹
也
。
敬
ν
身
之
墓
也

J

と
一
去
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
他
有
子
の
惰
身
篇
に
は
、
「
機
者
所
一
以
正
一
レ
身
'
也
。
」
と

あ
b
、
又
麓
詑
の
一
濃
運
篤
に
は
、

機
義
也
者
、
入
之
大
端
也

Q

所
三
以
議
ν
信
修
ν
陸
、
稲
田
-
一
人
之
既
成
府
之
合
、
筋
骸
之
束
一
也
。
所
=
一
以
養
ν
生
設
ν
死
、
事
一
一



蹴
也
者
、
檎
ν

般
也
。
位
不
ν

側
、
君
子
制
的
ニ

之
不
成
人
ぺ

(
服
組
織
器
)

四

鬼
神
一
之
大
端
也
。
所
下
以
遠
一
一
天
道
づ
腹
中
人
情
上
之
大
賢
也
。

と
迄
一
去
は
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
見
来
る
と
、
競
は
修
己
の
上
に
非
常
に
重
大
友
も
の
と
衣
っ
て
来
る
。
部
ち
躍
は
入
に
立
脚

地
を
輿
ふ
る
も
の
で
あ
b
、
人
の
身
校
の
脊
骨
と
も
一
去
ふ
べ
き
は
た
ら

3
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
読
や
一
一
得
す
る
。

(
ム
ハ
)

以
上
の
や
ラ
な
関
係
か
ら
、
九
そ
君
子
と
一
去
は
れ
、

h

一
成
は
成
人
と
一
五
は
れ
る
程
の
も
の
は
、
緯
の
紘
静
養
を
快
い
て
は
、

杢
〈
共
の
資
格
を
な
ぷ
ね
の
で
あ
る
。
勿
論
君
子
成
人
の
資
格
と
し
て
は
、
敢
て
躍
の
み
に
は
段
ら
ぬ
、
が
、
然
し
君
子

成
人
と
な
る
重
大
な
姿
件
と
し
て
、
総
は
究
に
紋
く
可
か
ら
ぎ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
此
の
事
を
一
去
ぴ
表
は
し
た
も
の

が
、
論
語
孟
子
等
に
相
官
見
出
さ
れ
る
。
部
ち
論
語
街
霊
会
第
に
は
、

「
子
日
、
君
子
義
以
魚
〆
質
、
耀
以
行
ν
之
、
孫
以
出
ν
之
、
信
以
成
ν
之
。
君
子
哉
。
」

と
あ
b
、
叉
同
じ
く
窓
間
銘
に
は
、

「
子
路
間
一
一
成
人
吋
子
日
、
威
武
仲
之
知
、

公
綜
之
不
欲
、
下
嘉
子
之
弟
、
舟
求
之
部
一
品
、

文
ν
之
以
一
一
趨
紫
、
亦
可
三
以
混
一
一

成
人
一
突
に

と
あ
る
。
走
れ
貨
に
方
子
、
成
人
の
資
務
、
が
、
砲
に
侠
つ
乙
と
の
如
何
に
多
大
な
る
か
を
一
不
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
し
て

更
に
街
露
公
給
に
は
、

子
日
、

4

知
及
ν
之
、
仁
不
ν
能
ν
守
ν
之
、
雄
ν
符
ν
之
必
失
ν
之

υ

知
及
ν
之
、
仁
能
守
ν
之
、
不
二
十
治
以
抱
一
ν
之
、
郎
氏
不
〆
敬

Q

知
及
ν
之
、
仁
能
守
ν
之
、
港
以
沿
ν
之
、
動
ν
之
不
ν
以
ν
雄
、
来
ν
善
也
。

と
あ
'
夕
、
又
孟
子
殺
心
下
に
は
、



動
容
周
旋
中
ν
勝
者
、
盛
徳
之
平
一
也
。

と
あ
る
が
、
之
等
は
何
れ
も
君
子
成
人
の
資
格
と
し
て
、
離
の
紋
く
べ
か
ら
ゴ
る
一
品
を
設
い
た
も
の
で
あ

b
、
動
察
局

旋
、
識
に
中
る
乙
と
に
よ
っ
て
修
一
一
交
の
極
致
と
さ
へ
見
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
比
一
事
は
、
前
述
べ
た
立
論
よ
b
見
れ
ば
、

勿
論
営
然
の
事
柄
で
あ
る
と
一
去
は
ね
ば
な
ら
ね
。

(七〉

次
に
越
と
、
そ
の
他
の
諸
徳
と
の
関
係
を
、
少
し
く
部
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
印
ち
踏
と
そ
の
他
の
諸
徳
と
は
、
会
く

並
列
的
の
関
係
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
を
考
へ
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
中
庸
に
は

仁
者
人
也
、
親
ν
親
翁
ν
大
。
義
者
立
也
、
写
ν
賢
免
ν
大
υ

殺
ν
親
之
殺
、
写
ν
…
町
民
之
等
、
機
所
ν
生
也
。
(
第
二
十
字
)

と
あ
っ
て
、
織
は
仁
義
を
行
ふ
の
等
殺
か
ら
生
ず
る
と
え
て
ゐ
る
。
又
孟
子
離
婁
上
に
は

孟
子
臼
、
仁
之
賞
、
事
ν
親
日
克
也
。
義
之
賞
、
従
ν
兄
是
也
。
知
日
之
賞
、
知
二
期
二
者
一
弗
ν
去
是
也
。
樫
之
賞
、
節
二
文
期
二

者
一
是
也
。
奨
之
究
、
楽
二
期
二
者
心

と
あ
っ
て
、
是
亦
仁
義
の
行
を
節
文
す
る
と
乙
ろ
に
踏
の
支
が
あ
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
。
市
し
て
荷
予
が
大
路
籍
に
於

.てd

親
ν
親
、
故
ν
故
、
成
ν
席
、
拶
ν
防
宏
、
仁
之
殺
也
。
支
弘
氏
、
写
ν
季
、
賢
ν
資
、
老
ν
老
、
長
ν
長
、
義
之
倫
也
。
行
レ
之
符
二
北
ハ
節
づ
櫨

之
序
也
。

と
一
去
っ
た
の
は
、
前
奉
げ
た
中
南
浦
の
数
倍
と
も
見
ら
れ
よ
ラ
。
昇
、
他
地
岨
記
楼
運
篇
に
は
、

ザ
藤
也
者
、
義
之
寅
也
。
協
二
誇
義
-
同
協
、
別
耀
雄
一
-
九
万
王
未
ニ
之
有
「
可
一
一
以
ν
義
起
一
也
。

一五



ー&鳴ノ、

警
と
あ
長
、
叉
左
停
程
会
二
年
将
殿
の
一
一
一
一
口
に
は
、

夫
名
以
制
ν
義
、
義
以
出
ν
機
、
一
機
内
払
鐙
ν
段
、
政
以

Edh民
o

T

と
あ
る
が
、
是
等
の
設
拐
を
総
合
し
て
見
る
と
、
穫
と
い
ふ
も
の
は
、
義
若
〈
は
仁
義
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
出
来

上
っ
て
ゐ
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
，
穫
は
義
若
く
は
仁
義
の
mmJ歪
で
あ
る
と
云
べ
る
誇
で
あ

る
。
よ
く
考
へ
て
見
る
と
、
成
程
躍
と
一
五
ふ
以
上
、
仁
も
義
も
敏
い
て
は
な
ら
ね
。
然
し
そ
乙
が
微
妙
友
関
係
で
、
授
に

新
か
る
基
礎
の
上
一
代
絡
が
成
立
し
た
践
に
は
、
そ
の
耀
は
や
が
て
仁
や
義
を
制
制
限
す
る
立
場
代
立
つ
の
で
あ
る
。
部
ち
仁

や
義
を
行
ふ
場
会
、
過
不
及
が
あ
っ
て
は
な
ら
ね
の
で
、
之
を
制
限
し
、
程
よ
く
し
て
行
く
の
が
越
な
の
で
る
。
換
ニ
一
目
す

れ
ば
、
織
と
そ
の
他
の
諸
徳
と
の
関
係
は
、
始
め
諸
徳
が
告
ら
穫
を
作
b
出
し
攻
が
ら
、
後
に
は
諸
徳
自
ら
識
に
制
限
遣

れ
る
と
云
ム
関
係
に
立
つ
の
で
あ
る
。
故
に
論
一
語
泰
佑
篤
に
は
、

恭
市
銀
…
ν
路
則
努
。
慌
い
而
銀
…
ν
綾
別
悲
。
勇
市
無
ν
澱
別
刷
乱
。
直
市
無
ν
躍
如
絞
。

と
あ
る
。
之
は
恭
悦
い
勇
直
等
の
諸
徳
が
、
践
の
節
度
を
侯
た
ず
し
て
勝
手
に
働
く
場
A
口
に
は
、
或
は
努
恕
鋭
絞
等
の
不
穏

営
な
行
然
に
mm
る
。
併
し
蔦
一
よ
く
践
の
節
度
に
従

ο
て
行
は
れ
る
場
会
に
は
、
そ
れ
が
正
し
い
行
ゑ
と
な
る
。
部
ち
夫

れ
等
の
諸
徳
を
よ
く
裁
制
し
て
行
く
と
乙
ろ
の
も
の
が
鵡
だ
と
一
五
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
或
る
意
味
に
於
て
、
穫

は
凡
ゆ
る
諸
徳
の
中
腐
を
符
さ
せ
る
楼
能
を
有
す
る
と
一
疋
ふ
と
と
も
出
来
る
。
故
に
純
一
訟
の
仲
尼
燕
居
に
も
、
「
子
日
、
機

乎
純
一
o

夫
被
所
二
以
制
一
ν
中
也
ピ
ム
」
説
い
て
あ
る
。
純
な
る
も
の
が
、
過
不
及
に
隠
ら
ぬ
や
ラ
、
諸
徳
を
し
て
中
腐
を
得
し

め
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
と
い
よ
事
に
就
い
て
は
、
他
に
も
亦
設
車
一
不
当
れ
て
あ
る

U

部
ち
関
川
純
一
地
官
大
可
徒
代
、

以
一
一
五
機
一
防
一
一
部
氏
之
俄
づ
而
敬
二
之
中
心



と
あ
b
、
郵
玄
は
之
に
注
し
て
、
「
税
所
下
以
節
}
一
正
民
之
修
偽
寸
伎
中
品
先
行
符
長
中
。
」
と
ま
で
一
去
っ
て
ゐ
る
。

か
く
見
来
る
と
、
道
統
の
停
に
於
て
常
に
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
乙
ろ
の
、
論
語
良
一
ん
日
第
の
中
に
見
ゆ
る
「
允
執
ニ
並
ハ

中
こ
の
一
匂
は
、
辛
党
躍
に
依
っ
て
凡
て
の
行
免
を
裁
制
し
、
極
端
に
沼
ら
ね
様
に
せ
よ
と
一
五
は
れ
た
も
の
と
解
す
る
乙

と
も
出
来
る
の
で
あ
b
、
従
っ
て
儒
数
に
於
け
る
雄
一
の
雰
巌
性
、
が
之
に
図
っ
て
一
層
加
は
る
誇

A
口
で
あ
る
。
有
子
は
趨

論
に
於
て
、
「
組
問
者
、
人
道
之
極
也
、
!
て
と
一
去
っ
て
ゐ
る
、
が
、
以
上
の
如
く
考
へ
る
と
、
か
¥
る
一
一
一
一
口
も
強
ち
椛
美
と
の
み
は

云
ひ
難
い
。

倍
以
上
遮
べ
来
り
た
様
友
事
を
、
後
人
の
設
切
に
依
っ
て
緩
め
て
見
た
い
と
思
ム
。
そ
れ
に
は
様
々
な
人
が
様
々
の
一
一
一
一
日

葉
を
残
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
で
比
較
的
よ
く
一
再
び
表
は
し
て
み
る
と
忠
は
れ
る
一
一
一
一
日
を
一
二
引
用
し
て
泣
か
に
J

o

区
間
、
序
一
一
人
倫
「
安
一
一
図
家
三
栄
ν
先
一
一
於
組
問
心
和
一
一
人
一
科
二
砂
こ
風
俗
づ
英
ν
命
一
一
於
幾
や
二
者
所
F

以
並
一
一
天
地
コ
診
一
一
陰
陽
づ
殿
ν

一一小
ho
可
也
、
何
刻
、
総
者
約
一
一
人
於
別
づ
市
不
ν
能
ν
和
也
。
蹴
加
者
、
致
一
一
人
於
幾
づ
而
不
ν
能
ν
別
也
。
必
待
ν
鵡
以
降

μ栄
、
楽

以
決
ν
躍
。
然
後
、
和
一
向
無
ν
怨
、
別
市
不
ν
争
。
日
疋
以
先
王
並
建
市
用
ν
之
。
故
理
ニ
天
下
ブ
如
ν
指
一
一
誇
掌
}
耳
。
(
白
居
易
。
策

林
六
十
二
)

機
之
怨
ν
回
出
大
失
哉
。
用
ニ
之
於
身
づ
則
動
静
有
ν
法
、
市
百
行
備
五
日
岬
。
用
一
つ
之
於
山
本
寸
印
刷
内
外
有
ν
別
、
市
九
一
族
陵
索
。
用
一
一
之
於

郷
づ
別
長
幼
有
ν
序
、
市
俗
化
美
駕
。
用
一
一
之
於
問
問
づ
郎
君
区
有
ν
叙
、
市
政
治
成
駕
。
用
一
一
之
於
天
下
寸
刻
諮
侯
順
殿
、
市
紀
締

正
吾
川
。
景
夜
九
席
之
上
、
戸
庭
之
問
、
得
ν
之
間
不
ν
鋭
哉
u

(

司
馬
光
。
穫
認
義
統
一
綱
領
一
所
引
)

(八〉

倍
、
前
迷
べ
た
既
に
依
λ

弘
、
穫
は
人
の
根
幹
を
な
し
、

叉
践
の
根
幹
を
衣
す
も
の
、
澄
な
く
し
て
は
、
人
も
図
も
成
立

一一七
J



一一一八

た
ね
と
云
ム
説
明
は
移
っ
た
が
、
支
に
叉
、
鵡
は
天
地
を
も
経
緯
す
る
も
の
だ
と
云
ふ
一
解
棒
、
が
あ
る
。
是
は
部
ち
、
天

地
も
亦
、
穫
に
依
り
て
以
て
共
の
秩
序
が
保
た
れ
て
ゐ
る
と
云
ム
議
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
穫
詑
孔
穎
達
疏
序
、
及
び
疏
の

中
に
混
は
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
、
「
夫
躍
者
、
経
ν
天
緯
ν
地
。
本
ν
之
別
大
一
之
初
。
」
(
序
文
及
び
「
夫
麓
者
、
経
一
一
天
地
づ
間
二

人
倫
(
~
本
ニ
共
所
一
レ
起
‘
在
一
一
天
地
未
ν
分
之
前
叫
故
稽
運
一
五
、
夫
趨
必
本
一
一
於
大
一
心
日
疋
天
地
未
ν
分
之
前
、
有
ν
穂
也
。
」
(
疏
)

と
の
孔
穎
遠
の
考
に
依
れ
ば
、
穫
は
猿

b
人
倫
を
治
め
、
民
家
を
統
治
す
る
の
み
な
ら
ず
、
天

と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

地
を
も
経
緯
す
る
も
の
で
あ
b
、
市
も
そ
の
起
原
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
天
地
未
だ
分
れ
ゴ
る
読
に
存
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、

穫
は
天
地
、
が
未
だ
分
れ
な
い
以
前
代
於
て
肢
に
存
存
し
て
ゐ
だ
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
孔
穎
遠
の
此
の
考
は
、
勿
論
基
づ
く

所
が
あ
る
の
で
、
一

ο
は
彼
自
ら
も
一
試
へ
る
如
く
、
鰭
詑
鵡
運
に
擦
っ
て
居
。
、
今
一
つ
は
左
停
に
見
え
る
子
産
の
一
一
一
一
口
に
基

い
て
ゐ
る
。
部
ち
鵡
濯
に
は
、
「
犬
穂
必
本
ニ
於
大
一
づ
分
市
ゑ
ニ
天
地
づ
蒋
市
ゑ
こ
陰
陽
づ
趣
向
怨
二
四
時
づ
列
市
魚
ニ
鬼
神
戸
一
と

あ
b
、
又
「
夫
総
必
本
一
一
於
天
づ
数
ニ
於
地
づ
列
一
一
於
鬼
一
利
づ
達
ニ
於
喪
祭
射
御
冠
昏
朝
蒋
ご
と
あ
っ
て
、
此
の
説
明
は
、
踏
乞

以
て
天
地
若
く
は
天
地
以
前
の
大
一
に
本
づ
け
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る

Q

る
以
前
の
一
元
気
で
あ
る
が
、
そ
の
物
た
る
や
、
涼
一
に
し
て
市
も
阪
る
大
な

b
と
云
ふ
貌
熱
か
ら
、
之
を
大
一
と
名
づ
け

た
の
で
あ
る
。
此
の
大
一
が
や
が
て
分
れ
て
天
地
と
な

b
陰
惨
と
な

b
寓
物
と
な
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
が
、
此
の
考
方
、
が

易
若
く
は
老
子
の
影
響
を
受
け
て
居
る
事
は
論
を
侠
だ
ね
。
併
し
共
の
事
は
他
岐
に
瓦
る
か
ら
別
代
論
ず
る
乙
と
と
し

て
、
兎
に
角
天
地
未
充
分
れ
ま
る
前
の
大
一
の
中
に
、
岐
に
鵡
と
い
ふ
も
の
が
存
在
し
て
わ
た
と
考
へ
る
の
が
路
運
の
考
方

乙
¥
に
一
去
ム
大
一
と
は
、
卸
ち
天
地
の
分
れ

な
の
で
あ
る
。
次
に
子
庄
の
一
一
一
一
日
は
た
待
昭
公
二
十
五
年
代
出
て
ゐ
て
、
子
大
叔
が
之
を
子
産
の
一
一
一
一
μ

だ
と
し
て
述
べ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
郎
ち
、
「
先
大
夫
子
産
日
、
夫
穂
、
天
之
終
也
、
地
之
義
也
、
民
之
行
也

J

天
地
之
経
、
市
文
則
ν
之
。
」
と
あ



-
で
あ
る
。

る
の
が
是
で
あ
っ
て
、
仏
仙
の
総
巡
の
一
一
一
一
回
と
、
左
停
の
子
奈
の
一
一
一
一
口
と
を
併
せ
て
、
孔
穎
達
、
が
前
の
援
な
説
明
を
下
し
た
わ
け

J

そ
乙
で
此
の
事
を
今
少
し
解
b
H勿
〈
一
去
へ
ば
、
結
局
次
の
如
く
な
る
と
芯
ム
。
部
ち
天
地
と
一
瓦
ふ
も
の
は
、
凡
そ
如
何

な
る
姿
を
五
日
入
に
示
し
て
ゐ
る
か
と
一
去
ふ
に
、
一
瓦
ふ
ま
で
も
な
く
、
天
は
高
く
地
は
低
く
し
て
、
そ
之
に
上
下
と
か
一
角
低

を
か
一
去
ふ
姿
、
が
'
伎
に
現
は
遣
れ
て
あ
る
。
叉
天
の
み
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
に
、
天
に
は
日
月
日
比
反
が
懸
っ
て
わ
て
、
そ

れ
、
が
日
日
夜
夜
に
運
行
し
、
そ
の
序
を
怒
ら
ず
、
永
久
に
一
日
一
っ
て
輝
い
て
ゐ
る
。
一
見
に
地
に
就
い
て
考
へ
て
え
る
に
、
地

は
は
又
山
あ
b
、
川
あ
b
、
そ
の
中
に
草
木
一
が
成
長
し
、
動
物
、
が
棲
息
し
て
、
と
れ
ま
た
夫
ん
ザ
そ
の
所
を
得
、
秩
序
正
し

く
英
の
生
乞
途
げ
て
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
天
地
、
が
践
に
高
低
上
下
の
姿
を
一
不
し
、
市
も
天
に
は
日
月
足
反
の
秩

序
正
し
主
運
行
あ
b
、
地
に
は
山
川
草
木
等
、
犬
ん
吋
相
乱
れ
ゴ
る
広
一
分
、
が
あ
る
と
い
ム
乙
と
、
犬
等
が
そ
の
ま
¥
践
の
姿

の
顕
現
で
あ
る
と
見
ょ
う
と
す
る
の
が
、
凡
そ
仏
ん
の
積
の
考
の
本
づ
く
と
乙
?
の
で
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
鵡
に
於
て

は
差
別
と
い
ふ
乙
と
を
八
祭
し
く
一
瓦
ふ
υ

市
し
て
差
別
と
は
、
貴
賎
上
下
の
区
別
や
、
相
互
相
犯
コ
ミ
る
の
秩
序
を
一
試

ム
。
織
の
本
質
、
が
肢
に
差
別
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
前
に
迷
べ
だ
様
な
天
地
の
姿
は
、
穫
の
姿
そ
の
ま
¥
を
示

し
て
ゐ
る
と
一
去
っ
て
差
支
な
い
c

市
じ
て
天
地
、
が
分
れ
て
、
か
く
高
低
上
下
の
差
別
を
一
不
す
か
ら
に
は
、
元
来
そ
の
本
で

あ
る
と
乙
ろ
の
大
一
の
中
に
、
ゃ
、
が
て
分
れ
て
差
別
拐
を
現
す
べ
き
素
因
を
己
に
内
在
せ
し
め
て
ゐ
だ
と
考
へ
る
乙
と
も

強
ち
不
鴬
で
は
な
い
。
し
て
見
れ
ば
乃
夫
一
の
中
に
肢
に
鰭
の
姿
、
が
内
在
し
て
ゐ
だ
と
考
へ
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
ク

て
い
、
か
¥
る
躍
由
よ

b
、
耀
は
大
一
に
本
づ
く
。
市
し
て
天
地
未
だ
分
れ
ぎ
る
前
肢
に
穫
が
存
在
し
て
ゐ
だ
と
一
疋
ふ
理
窟

も
成
立
す
る
の
で
あ
る
-o

一九



問。

新
か
る
考
は
よ
別
惑
の
如
く
、
易
や
老
子
の
思
想
に
影
響
さ
た
れ
て
ゐ
る
乙
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
拘
、
か
、
る
設
を
唱

へ
出
す
と
い
ふ
と
と
は
、
恐
ら
く
殺
な
る
も
の
が
深
搬
な
哲
率
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
居
る
と
い
ふ
事
を
強
一
調
せ
ん
が
震

に
外
な
ら
衣
い
。
寅
際
問
題
と
し
て
、
新
か
る
事
が
果
し
て
云
ひ
得
ら
れ
る
か
否
か
は
別
問
題
と
し
て
、
理
論
上
は
、
か
く

考
へ
て
も
勿
論
完
支
へ
な
い
と
忠
ム
。
そ
乙
で
後
世
に
な
る
と
、
翠
人
が
色
ん
γ
と
穫
を
作
会
出
遣
れ
た
が
、
そ
の
穣
な
る

も
の
は
矢
張
b
天
地
'
月
然
の
姿
に
郊
の
ノ
て
ゐ
る
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。
故
に
翠
入
、
が
作
ら
れ
た
鵡
な
る
も
の
は
、
山
平
に
翠

入
、
が
自
分
勝
手
の
考
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
安
に
天
地
未
だ
分
れ
ゴ
る
以
前
よ

b
-存
す
る
穫
の
根
本
義
に
則
っ
て
ゐ

る
わ
け
で
あ
る
。
夫
故
翠
人
が
作
免
遣
れ
た
識
を
犯
す
と
い
ム
事
は
、
同
時
に
宇
宙
の
根
本
原
刻
、
乃
至
天
地
自
然
の
大
理

法
を
犯
す
結
果
に
な
る
。
換
ニ
一
目
す
れ
ば
、
物
の
秩
序
を
範
し
、
上
下
の
直
別
を
無
視
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、
天
地
問
に
存
在

す
る
期
比
法
共
物
を
破
壊
す
る
乙
と
に
な

b
、
新
か
る
場
人
口
は
、
天
地
・
8
然
も
亦
髪
動
を
惹
き
起
し
て
、
所
謂
天
特
使
地
異
な
る

も
の
が
此
援
に
後
生
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
天
地
自
然
の
秩
序
を
正
し
く
保
だ
し
め
る
魚
に
は
、
之
に
基
い
て
翠
一
入
、
が
作
怨

し
た
搬
な
る
も
の
を
、
五
日
人
は
正
し
く
行
っ
て
行
か
お
ば
な
ら
ね
。
つ
ま

b
、
人
間
が
正
し
く
穫
を
行
ム
事
に
依
っ
て
、

天
地
自
然
も
亦
正
し
く
そ
の
運
行
を
進
め
、
天
経
地
異
な
る
も
の
は
み
一
く
共
の
惑
を
絶
つ
に
至
る
の
で
あ
る

J

ぷ
て
此
等

の
関
係
を
巧
み
に
説
明
し
た
も
の
は
耀
誌
の
奨
訟
で
あ
る
。
郎
ち
、

天
象
地
卑
、
君
民
定
失
。
卑
高
己
際
、
実
践
校
突
。
動
静
有
ν
常
、
小
大
殊
突
。
方
(
行
義
〉
以
ν
類
取
然
、
物
(
殖
生
者
)

以
に
群
分
。
別
性
命
不
ν
同
突
。
在
ν
天
成
乙
家
、
在
ν
地
成
〆
形
。
知
〆
此
郎
総
者
天
地
之
別
也
。

と
あ
る
、
が
是
で
あ
る
。
此
の
一
一
一
一
日
菜
は
要
す
る
に
易
繋
僻
上
に
、
「
天
季
地
卑
、
乾
坤
定
突
。
卑
高
以
棟
、
貴
賎
役
立
〈
。
動
静

有
ν
時
的
、
制
削
柔
断
突

u

方
以
ν
類
取
然
、
物
以
ν
群
分
、
吉
凶
生
突

M

在
ν
地
成
ν
象
、
在
〆
一
地
成
ν
形
、
務
化
見
失
。
」
と
あ
る
に



基
い
た
も
の
と
忠
は
れ
る
、
が
、
前
述
の
如
く
穂
な
る
も
の
と
、
天
地
自
然
の
姿
と
が
、
全
く
一
致
し
て
ゐ
る
事
を
遮
べ
た

も
の
で
あ
る
乙
と
に
関
連
び
は
な
い
。
張
裁
の
如
き
は
、
此
の
関
係
を
更
に
よ
く
説
明
し
て
次
の
如
く
に
述
べ
て
ゐ
る
。

機
必
本
こ
於
天
づ
殺
ニ
於
地
づ
列
こ
於
鬼
一
利
心
此
鹿
こ
自
然
一
一
郎
一
一
一
一
口
也
。
天
自
然
有
ν
穫
。
如
一
一
天
象
地
卑
一
日
疋
也
。
殺
ニ
於
地
な
明
一
一

於
地
一
也
υ

知
下
山
川
有
一
一
大
小
づ
草
木
有
中
長
短
上
、
皆
天
生
前
見
ニ
於
地
一
也
。
列
一
弘
山
鬼
神
コ
過
二
於
鬼
神
一
也

G

如
F

一位有一一

士
劫
づ
稜
有
二
一
一
変
ν
人
之
功
二
立
獄
絡
に
方
之
銀
上
、
皆
是
也
。
(
機
詑
機
運
張
裁
注
)

か
く
の
如
く
見
て
来
る
と
い
ふ
と
、
米
子
が
磯
子
}
解
務
し
て
、
常
に
「
耀
者
、
天
理
之
節
文
、
人
事
之
儀
則
也
。
」
と
一
去
り

た
乙
と
、
が
頗
る
よ
く
解
る
。
米
子
の
此
の
解
は
一
一
一
一
ロ
菜
と
し
て
は
頗
る
簡
単
で
あ
る
、
が
、
上
来
の
説
明
を
一
指
し
て
、
如
何

に
も
続
く
要
領
を
得
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

儒
数
に
於
け
る
鵡
の
見
方
は
、
大
競
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
要
す
る
と
乙
ろ
、
職
は
人
の
行
免
を
規
範
す
る
も
の
で
あ

b
、
従
つ
で
穫
を
棄
て
¥
は
人
と
し
て
成
立
た
ね
。
と
局
時
に
、
又
図
家
に
と
っ
℃
も
、
穫
は
芙
の
統
制
を
保
つ
所
以
の

法
則
で
、
鵡
を
棄
て
¥
は
図
家
の
統
制
は
と
れ
・
な
く
な
る
。
と
乙
ろ
、
が
践
の
機
能
は
一
習
に
そ
れ
ば
か

b
で
は
な
く
、
更
に

天
地
の
度
理
を
も
な
す
も
の
で
あ
b
、
乙
れ
無
く
し
て
は
天
地
も
秩
序
を
保
り
と
と
が
出
来
な
い
と
い
ふ
の
が
共
の
結
論

で
あ
る
。
儒
数
に
於
け
る
躍
の
地
位
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
競
設
切
手
れ
だ
乙
と
と
思
ム
。
(
率
生
筆
記
)

殴
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